
The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

8
連続した栽培管理が コ シ ヒカ リの 根系生育、土壌の肥沃度および収量構成要 素に 及ぼす影響
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水稲 の 有機栽培 は 環境保全型農業の一
つ と して、近年特 に重要な位置付けを持 っ てきて い る。し

か し、長期間にわた り有機資材を連続施用して水稲を栽培 して い る圃場にお い て 、根系生育や根

の 活 力を含めて コ シ ヒカ リの 生育を解析した事例は少な い 。 著者らは 、こ れ まで 本圃場にお ける

コ シ ヒカ リの生育解析を実施してきたが 、 収量 レベルに起因する 現象として の解析の域を脱 しき

れ て い なか っ た。本研究で は、生育途中の 生育状況を踏まえ、穂肥量 を調節す る こ とによ っ て 予

想 され る 収量 レベ ルを同
一
値に近 くな る ように管理 した コ シ ヒ カ リに つ い て 、根系生育、根の 生

理活性 （Rb 吸収量を指標）、出液速度および収量構成要素の解析を行い有機資材の連続施用 の

意味につ い て多面的に考察した。

（材料お よび方法） ：栽培に用いた品種は コ シヒカ リで あり．2001 年 4 月 30 日に本田に移植

した。栽植密度は 21．6 株！  で あ っ た。穂肥は 7 月 13 日と 19 日 に施用 した。株間に お ける根系

調査 は コ ア サ ン プル法 （φ 53mm ）を用い て、7 月 9 日、8 月 3 日および 9 月 6 日に実施 した。

根 の 生理的活力を評価するために、出穂期 と登熟中期における Rb 吸収量を測定 した。40mgfml

の Rb を含む寒天ゲル （0，4％ の 寒天 を含む、塩化ル ビジウム使用）10ml を注射器を用い て株間

5cm 下お よび株直下 20cm の位置に注入 （1株の周囲 4 ケ所に注入） し、5 日後に調査株を地際

か ら刈 り取 っ た 。 採取 した株は乾燥 したの ち粉末に し、原子吸光を用 い て Rb 量を定量 した。ま

た 、出穂期に出液速度を測定した。その他、各種の 生育量および LAI の 測定を行っ た。

（結果お よび考察） ：出穂期お よび収穫期の根重を第 1、第 2表 に示 した。豚ぷん籾殻堆肥区

の 出穂期に おける総根重および土壌0・10cm 層 の 根重は化学肥料区 および稲ワ ラ 区 よ り有意に少

なか っ た。豚ぷん堆肥区 の 根重は収穫期にお い て も少な い 傾向を示 し、0・10cm の 土壌で は 無 N

区 と の間に 、10・20cm の階層では化学肥料区との 間に有意差が認め られた。分げつ 期および出

穂期の 出液速度を第 3 表に示 した。分げつ 期では、1株あた りの 出液速度に栽培 区によ る有意差

は認め られなか っ たが、分げつ 茎あた りの 出液速度には有意差が認められ、豚ぷん堆肥区が無 N

区より有意に大きか っ た。出穂期に おける株あたりの 出液速度は稲 ワ ラ区で 有意に大きか っ た a

分げつ あたりの 出液速度は稲ワラ区および豚ぷん堆肥区 で 有意 に大き く、有機資材連用区 で 根 の

活力 が 高く こ とが 示唆 された。Rb 吸収量 を根の 生理活性の指標と して 測定 し第 4 表に 示した 。

出穂 期 に おける Rb 吸収量には栽培区 の違 い によ る有意差が認められ，株間 5cm 下の 位置では無

N 区 の Rb 吸収量が有意に大きか っ た 。 逆に、株直下 20cm で は無 N 区 の Rb 吸収量が有意に小

さか っ た 。 登熟中期で は、株間 5cm 下および株直下 20cm における Rb 吸収量に、栽培区の違い

による有意差は認めれられなか っ た。収量構成要素 （第 5表） をみる と、無 N 区 の 収量水準 は

低 く、そ の他の栽培区 の 収量 は 600kg110a内外で あ っ た 。 穂肥 の施用量を調節する こ と で 目的

通 りに同
一

の収量水準 とす る管理が成功 したと判断され る。化学肥料連用 区と比較 した場合、豚

ぷ ん堆肥連用 区における表層 （0・10cm） の 根重 は少な く推移 し、総根重も少な い傾向が認め ら

れ た。しか し、分げつ期 （7 月 9 日）における 1茎あたりの出液速度は有機資材連用区で大きい

こ とか ら、有機資材の連用は根の 生理活性に深く関与して い るもの と考え られる。土壌中の 腐 食

量および リン酸含量 （第 6表）も根の 生理活性 に影響して と推測され る が 、登熟中期で は 栽培区

による Rb 吸収量に有意差がなか っ た こ と を考慮する と、今後実験を重ね検討する必要がある 。

本研究の 一部は 、平成 13 年度文部科学省科学研究費 （課題番号 11660015）に より実施した。
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第 1 表　出穂期 に お ける 根重分布

O・10cm 10・20cm 　　　20，3ecm　　　30・40cm
’

コ

無 N 区

化 学肥料 区

稲 ワ ラ区

豚 ぶん堆肥 区

LSD 　O．05

109、6±　7，7　　31．0士 5．2　1L9 士2．6
139，5 土 29．5　39．2土3，2　　7．4士 1．8
129．2± 　5．5 　　51．3土 7．3　　3．0± 1．3
56．0 士12．2　40．7±6．8　　7．5士2．B

　66．4脅
　　　　　　23．4　　　　　　8．3☆

0．8± 035 　　153．4 土 14．3
0　　　　　　　　 186．2 ± 27、8
0　　　　　　　 18B．4 土 4，4
0．6土0、31　　 104．8 土 14．1
0．93　　　　　　68．9 脅

平 均値 士標 準誤差 （n＝3），肉
コ アサ ン プル 法に て 採取 （φ53mm ）

第 2表 　収穫期 にお ける根重分布

0．Ocm 10−20cm

騾　　　　m20

．30cm30 ・40cm ，重

無 N 区

化学肥料 区

稲 ワ ラ区

豚 ぷ ん堆肥 区

LSD 　O、05

146、8± 12．4
1093 ヨヒ13．6
129、0±　2．4
102．8± 5．8
　 38 、7 噛

30 ，0±3，4　　 5、9± O．7
43 ．0士5．4　　 138 士0．7
26、5 ：辷2，9　　13．5 ± 3．5
24．0± 5．7　　　7，0 ：ヒ1．1
　18．O貢

　　　　　7，5 肉

0，4 ± 03 　　　183．1士 13．5
32 ：ヒ1，4　　 169．3 ± 19．2
2，6 ±0．4 　　 171 ．7 土 　1．7
L4 ± 0，2 　　135 ，2土 11、5
　 2．9　　 　 　 52 ，3

平均値 ±慓準 誤 差 （n；3＞

第 3表 　栽 培区 の違 い に よ る 出 液 速度

7　 9 8　 3
・hr ・hr ・hr

無 N 区

化学肥料区

稲 ワ ラ 区

豚 ぶ ん 堆肥 区

LSD 　O．05

L92 士0．28
2．68土 0．24
1．60±O．57
1、56 」：0．56
　 1．47

0．09± 0，01　　　 2．18± 0．19
0、13±0．01　　　 1，78 ± 0，22
0．14± 0、03　　　 5、28 士 0、64
0．19 ヨ：0、02 　　　1、09 ± 0．03
　0，06 貞

　　　　 1，41★

0．15土 0．0上

0．08 土 0．02
0、24 土 0、03
0．24ヨヒ0．03
　 α08 貲

平 均 値 ±標 準 誤 差 （n ； 5）

第 4表　 出穂期 お よび 登 熟 中期 に お け る Rb 吸 収 量

＿＿＿＿＿＿一 一＿＿＿＿＿一
＿＿＿＿雌 ＿＿＿＿＿＿ ＿ ＿ ＿ 盤 ＿＿＿＿＿．

口 5cm 　 　 　 　 　 20cm 日 5cm 　　　　 筒　 20cm

無 N 区 　 　 　327 土 67

化学肥 料区　 183 土 3

稲 ワ ラ区 　 　 214± 14

豚ぷ ん 堆肥 区　 197 士 6

LSD 　O．5 　 　136 ．5禽

177 ± 17329

」：59341

±49275

土 15160

，4 曹

136 ±7137
土5133

±8150
±828

．3

228士23213
±18193

±15160
±2668
．1

平 均値 ±標準誤差 （n；3）

第 5 表 　収 量構 成 要 素

i 1　 1 A

無 N 区

化学肥 料区

稲 ワ ラ 区

　 駅ん

428kg ／10a　　　63 ．7 粒

587　 　　　　　 66，1
615 　 　 　 　 　　 64 ．4
644　　　　　　 72．5

15．8 本

19．42L221

．2

22．1923
．422
．72
．8

94．1％
92．887
．185
．6

第 6 表　栽培土 壌の 理化学性 （9月 13 日採取、乾土 ：mg1100g ）

腐 食　Av ・P20s　Av −Sio2　 CEC 　 U S ＿＿＿＿＿＿＿
％ 　 mlOO 　 mllOOa 　me

無 N 区 　 　 　 2．6
化学肥料 区　　 2．7
稲 ワ ラ 区 　 　 　3，1
　 ミ　　　　　 3．7

5，7　 　 25、6
5，2　 　 20，3
9．4　 　 18．2
4．7　 　 18．0

111

ユ

1114

36、4　　　56 ．6　　　7，1　　 63．6
37、5　　　56 ，7　　　5、8　　　62．5
36、8　　 59，5　　 3．7　　 63 ，2
32．8 　　60 ．1　　 7、2　　67．3
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